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研究成果の概要（和文）：本研究では，ヒトとチンパンジーが身ぶり，物，音声という３種類の記号論的資源を用いて
相互に行動を調整し，相互行為的な能力を構成するプロセスを明らかにした．その結果，飼育下のチンパンジーはおも
にヒトによって構築された環境でヒトのリズムに合わせて生活できること，ヒトはその行為をチンパンジーのリズムに
合わせて調整できることが示された．これらの知見によって，ヒトとチンパンジーによって築かれた社会についての理
解が深まった．

研究成果の概要（英文）：This study clarified the process in which humans and chimpanzees mutually 
accommodate their behaviors and construct interaction ability through using three types of semiotic 
resources (i.e., gesture, object, and sound). Our results indicate that captive chimpanzees can adapt to 
live in accordance with the rhythm of humans in an environment largely constructed by humans, and that 
humans can coordinate their actions in accordance with the rhythm of chimpanzees. These findings deepen 
our understanding regarding society co-built by humans and chimpanzees.
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１．研究開始当初の背景 
  人間の社会性について考えるために動物
を観察するという試みは数多い．中でも，ヒ
トと系統的に近縁なチンパンジーとヒトの
間の進化的連続性については活発な議論が
ある．ここで注目したいのは，飼育下のチン
パンジーは，しばしば野生ではなかなかみら
れないパフォーマンスを行うことである．そ
の標準的な解釈は，チンパンジーなら誰もが
持っている能力が特定の状況下で発揮され
た(松沢 2000)というものである． 
 おそらくその通りだろう．ただし，そうし
たパフォーマンスが「どういった状況で」「ど
のように」引き出されるのかは，それ自体が
真剣な考察に値する．しかし，この問題が論
文の主題となることはほとんどなかった． 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究では，相互行為分析(西阪 
2008)の理論的枠組みを援用して，飼育下およ
び野生でヒトとチンパンジーが身ぶり，物，
音声という３種類の記号論的資源(Goodwin 
2000)を用いて相互に行動を調整し，相互行為
的な能力を構成するプロセスを明らかにす
る． 
 
３．研究の方法 
 まず飼育下および野生のチンパンジーと
ヒトとの相互行為場面の動画資料を収集す
る．得られた動画資料を用いて，とくに身ぶ
り，物，音声の利用に注目しながら以下を行
う．(1)観察時間を 30 秒間隔で区切り，注目
する行動・状態について 1-0 サンプリングを
用いてコード化する．またとくに注目すべき
相互行為場面では，(2)身ぶりの静止画像，(3)
物の静止画像，(4)音声の波形，(5)会話の書き
起こしを作成する．そしてこれらを関連づけ
て，相互行為が時間的にどのように組織化さ
れているのかを明らかにする． 
 
４．研究成果 
 プロジェクトの初年度となる平成 24 年度
は，4～5月，7月，12月に研究代表者の高田
と連携研究者の伊藤が(株)林原生物化学研究
所類人猿研究センター(GARI)を訪問し，チン
パンジーとヒトの相互行為場面の動画資料
を収集した．また 4～5月の調査では，GARI
での調査のあとに上記 2名および連携研究者
の田代と座馬が熊本サンクチュアリを訪問
して，飼育下のチンパンジーとヒトの飼育者
や研究者との相互行為に関する調査を行っ
た．これまでに得られた動画資料を用い，と
くに身ぶり，物，音声という 3種類の記号論
的資源に注目して，相互行為が時間的にどの
ように組織化されているかに関する分析を
行った．また GARIおよび熊本サンクチュア
リを訪問した際，さらに 2月には京都大学に
おいてデータセッションを行い，上記の分析
の妥当性を検討した．平成 24 年度はとくに
ヒト－チンパンジー間相互行為における身

ぶりの利用に焦点をあて，組織的な分析を行
った．これらの研究の成果は各種学会等での
発表に加え，論文として公表した．また，本
プロジェクト独自の HP を作成し，プロジェ
クトの進行や成果を随時公開するための準
備を進めた． 
 プロジェクトの２年目となる平成 25 年度
は，研究補助員として研究員 1名および複数
の謝金バイトを雇用して，これまで GARI等
で収集してきたチンパンジーとヒトの相互
行為場面の動画資料について，整理を進めた．
また，とくにヒト－チンパンジー間相互行為
における物の利用に焦点をあて，組織的な分
析を行った．11月と 3月には京都大学でデー
タセッションを行い，上記の分析の妥当性を
検討した．また毎月行っている「コミュニケ
ーションの自然誌研究会」では，連携研究者
を含む霊長類学者らとヒト－チンパンジー
間相互行為についての議論を重ねた．これら
の研究の成果は各種学会等での発表に加え，
論文として公表した．また，本プロジェクト
独自の和文 HP を作成し，プロジェクトの進
行や成果を随時公開した． 
  プロジェクト最終年度となる平成 26 年度
は，引き続き複数の謝金バイトを雇用し，こ
れまで GARI等で収集してきたチンパンジー
とヒトの相互行為場面の動画資料の整理を
進めるとともに，研究代表者と連携協力者が
その解析を進めた．また，とくにヒト－チン
パンジー間相互行為における音声の利用に
焦点をあて，組織的な分析を行った．11月に
はドイツ，オランダ，デンマークで関連する
研究を行っている研究者との会合を行い，さ
らに 3月には九州大学と京都大学野生動物研
究センター熊本サンクチュアリでワークシ
ョップを開催して，上記の分析の妥当性を検
討した．また「コミュニケーションの自然誌
研究会」等の研究会で，連携研究者を含む霊
長類学者らとヒト－チンパンジー間相互行
為についての議論を重ねた．これらの研究の
成果は，著著，論文，学会等で公表した．ま
た，これまでの和文 HP に加え，本プロジェ
クト独自の英文 HP を作成し，プロジェクト
の進行や成果を随時公開した． 
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